
農業系大学向けリモートセミナー（振興局主
催）用の動画撮影の様子。
中頓別町で新規就農をした
村田さんに酪農への熱い想
いを語っていただきました。
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技術の特集 ～飼料の給与と管理について～
●飼料給与の基本について
●【事例】適正な栄養バランスで乳量アップ！
●【事例】給与内容の見直しで乳量回復！

DATE:2020年10月13日
『ＳＯＹＡヤングフォーラム開催』

宗谷４Ｈクラブ連絡協議会の交流会「ＳＯＹＡ
ヤングフォーラム」が中頓別町で開催されました。
中頓別町４Ｈクラブが中心となり、準備から当日
の司会進行を行いました。予定していたパークゴ
ルフは前日の降雨により中止となりましたが、焼
き肉交流とビンゴ大会を行い、久しぶりに会えた
仲間との楽しいひとときを過ごしました。

今

号

の
表

紙

酪農セミナー用の動画撮影 ～中頓別町 村田農場

～枝幸町山臼地区 廣山辰徳さん・智尋さん～

DATE:2020年10月24,25日
『稚内市４Ｈクラブ地産地消フェア出展』

「宗谷に新天地を求めて」

稚内市４Ｈクラブでは、稚内市内で開催された
地産地消フェアに出展しました。
今回は「牛乳をたくさん飲んでもらおう！」と

クラブ員が厳選した“牛乳に合うお菓子”を来場
者に配りました。
会場では、積極的にお菓子の配布や４Ｈクラブ

の活動をＰＲする様子が見られました。

枝幸町山臼地区で「合同会社枝幸ヒロヤマファーム」を経営する廣山辰徳さん智尋さん夫婦。
元々は十勝の帯広市清川町で実家の酪農を営んでいました。就農から９年目、結婚を契機に「もっ
と大きな規模の経営をしてみたい」と考える様になりました。しかし、地元に空いた土地もなく諦
めかけていた時、枝幸町に移転・就農可能な物件があることを知り、広大な農地に可能性を感じて
移住を決意しました。

平成30年から枝幸町に移住、移転予定農家で１年間従業員として働きながら経営継承の準備を行
い、令和元年７月に同農場を譲り受け、合同会社としてスタートしました。
当初は経営規模や飼養方法の変化等に戸惑ったそうです。現在では宗谷での生活や仕事にも慣れ

てきた廣山さん。「今後は自分達を受け入れてくれた地域に貢献したい」「枝幸で一番の乳量を目
指して行きたい」と次の目標へ歩みを進めています。

ア リチグ ンネルヤ
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飼料の給与と管理について
技 術 の

特 集

毎
日
30
㍑
も
の
生
乳
を
生
産
す
る
乳
牛
は
、
い
わ
ば

ア
ス
リ
ー
ト
。
今
回
は
、
そ
ん
な
乳
牛
の
健
康
を
支
え

る
エ
サ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

飼
料
給
与
が
適
正
か
の
判
断
は
、
乳
牛
の
状
態
や
乳

成
分
で
確
認
し
ま
す
。

【
乳
牛
の
状
態
】
毛
づ
や
、
糞
、
飛
節
や
蹄
の
状
態

（
栄
養
バ
ラ
ン
ス
）
、
ル
ー
メ
ン
の
張
り
（
食
い
込
め

て
い
る
か
）
等
を
観
察
し
ま
す
。

【
乳
成
分
】
乳
タ
ン
パ
ク
質
率
や
Ｍ
Ｕ
Ｎ
は
、
タ
ン
パ

ク
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
の
指
標
と
な
り
ま
す
。

い
つ
も
と
違
う
な
、
と
感
じ
た
ら
、
次
の
項
目
に
つ

い
て
誤
差
が
生
じ
て
い
な
い
か
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

給
与
す
る
粗
飼
料
の
分
析
を
行
い
、
結
果
に
基
づ
い

て
エ
サ
を
調
整
し
、
栄
養
に
偏
り
が
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

今
年
の
１
番
草
は
収
穫
期
が
遅
れ
た
影
響
で
、
繊
維

質
（
Ｎ
Ｄ
Ｆ
）
が
高
く
、
粗
タ
ン
パ
ク
率
（
Ｃ
Ｐ
）
が

低
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

高
Ｎ
Ｄ
Ｆ
対
策
と
し
て
は
、
ビ
ー
ト
パ
ル
プ
等
の
中

間
飼
料
の
活
用
、
低
Ｃ
Ｐ
に
対
し
て
は
、
大
豆
粕
等
、

タ
ン
パ
ク
源
の
増
給
と
い
っ
た
対
応
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

乾
物
率
の
変
化

粗
飼
料
が
高
水
分
に
変
化
し
た
場
合
、
同
じ
現
物
給

与
量
で
は
、
粗
飼
料
の
乾
物
量
が
不
足
し
ま
す
。
低
水

分
の
粗
飼
料
で
は
食
い
切
れ
ず
、
残
飼
が
増
え
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

粗
飼
料
の
水
分
変
化
に
留
意
し
、
状
況
に
応
じ
て
粗

飼
料
の
給
与
量
を
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

飼
料
設
計
・
給
与
・
採
食
ま
で
の
誤
差

飼
料
設
計
上
の
エ
サ
か
ら
乳
牛
が
口
に
す
る
エ
サ
ま

で
の
誤
差
を
最
小
限
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
主
な
誤
差
の
要
因
】

①
ミ
キ
サ
ー
等
に
投
入
す
る
飼
料
の
量

②
ミ
キ
サ
ー
や
自
動
給
餌
機
の
計
量
器
の
不
備
・
故
障

③
粗
飼
料
や
配
合
を
手
で
給
与
す
る
時
の
給
与
量

④
採
食
の
制
限
（
エ
サ
寄
せ
不
十
分
、
飲
水
制
限
、
蹄

病…

等
）
に
よ
る
乾
物
摂
取
量
の
低
下

サイレージ投入量の誤差は最小限に

水槽の掃除は大切

掃除前 掃除後

乳
牛
の
状
態
や
乳
成
分
を
確
認

飼
料
給
与
の
基
本
に
つ
い
て

毛づや、ルーメンの張り等を確認

表１ 乳タンパク質率とMUNからみる
栄養バランス（バルク乳）

適
正
な
栄
養
バ
ラ
ン
ス
で
乳
量
ア
ッ
プ
！

Ａ
農
場
は
、
夏
季
は
放
牧
、
冬
季
は

舎
飼
で
経
産
牛
頭
数
約
48
頭
を
飼
養
し

て
い
ま
す
。

経
営
主
か
ら
放
牧
期
と
舎
飼
期
の
乳

量
変
化
を
小
さ
く
し
、
安
定
さ
せ
た
い

と
の
相
談
が
あ
り
、
飼
料
給
与
の
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。

栄
養
濃
度
の
確
認

栄
養
濃
度
を
確
認
し
た
結
果
、
次
の

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
（
表
２
）
。

・
放
牧
期
は
、
糖
や
デ
ン
プ
ン
等
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
（
Ｎ
Ｆ
Ｃ
）
濃
度
が
低
い

・
舎
飼
期
は
、
Ｃ
Ｐ
濃
度
が
低
い

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
改
善

栄
養
濃
度
の
確
認
結
果
を
も
と
に
、

次
の
改
善
を
行
い
ま
し
た
。

・
放
牧
期
は
、
圧
ペ
ン
コ
ー
ン
を
増
給

し
、
Ｎ
Ｆ
Ｃ
濃
度
を
高
め
る

・
舎
飼
期
は
、
圧
ペ
ン
コ
ー
ン
を
減
ら

し
、
配
合
飼
料
を
増
給
す
る
こ
と
で
、

Ｃ
Ｐ
濃
度
を
上
げ
る

改
善
の
結
果

２
０
１
９
年
11
月
か
ら
改
善
に
取
り

組
ん
だ
結
果
、
前
年
と
比
較
し
て
、
管

理
乳
量
が
約
３
．
６
㎏

増
加
し
て
い
ま

す
（
図
１
）
。

経
営
主
は
、
今
回
の
取
り
組
み
で
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
乳
量
に
影
響
す
る

こ
と
を
実
感
し
、
そ
の
重
要
性
を
認
識

し
て
い
ま
し
た
。

表２ 変更前後の乾物中の栄養濃度

張るようになった乳房 中
頓
別
町

Ａ
農
場

見直し
開始！

昨年よりも
乳量UP！

良好になった乳牛の毛づや

給
与
内
容
の
見
直
し
で
乳
量
回
復
！

稚
内
市

Ｂ
農
場

Ｂ
農
場
で
は
、
放
牧
終
了
後
に
乳

量
が
落
ち
込
む
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

特
に
今
年
は
放
牧
終
盤
、
併
給
し

て
い
た
ラ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
（
ラ
ッ

プ
）
が
、
早
刈
り
か
ら
刈
り
遅
れ
の

１
番
草
に
変
わ
り
、
乳
量
の
落
ち
込

み
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
（
図
２
）
。

現
状
を
確
認

乳
量
の
低
下
は
、
ラ
ッ
プ
の
水
分

や
Ｎ
Ｄ
Ｆ
が
急
に
変
化
（
表
３
）
し

た
こ
と
に
よ
る
乾
物
摂
取
量
の
低
下

が
一
因
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
個
体
乳
量
が
20
㎏
に
低

下
し
た
時
の
乾
物
摂
取
量
を
飼
料
計

算
に
よ
り
推
測
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、

配
合
飼
料
の
給
与
量
は
粗
飼
料
変
更

前
と
同
じ
８
㎏
と
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
粗
飼
料
変
更
前
に
比

べ
、
３
㎏
以
上
乾
物
摂
取
量
が
減
っ

て
い
る
と
推
測
さ
れ
ま
し
た
（
表

４
）
。

乾
物
摂
取
量
低
下
を

ビ
ー
ト
パ
ル
プ
で
補
完

低
下
し
た
乾
物
摂
取
量
を
補
う
た

め
、
ビ
ー
ト
パ
ル
プ
の
給
与
を
１
日

１
頭
あ
た
り
１
～
２
㎏
か
ら
開
始
し

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
乳
量
の
回
復
が
見
ら

れ
ま
し
た
（
図
２
）
。

経
営
主
は
「
粗
飼
料
を
変
更
し
た

時
に
は
、
採
食
や
乳
量
の
変
化
に
注

意
し
、
状
況
に
応
じ
た
対
応
が
必
要

で
あ
る
」
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
し

た
。

表３ 粗飼料（ラップサイレージ）の分析値

※TDN:消化、吸収される栄養分
表４ 飼料計算による粗飼料採食量の確認

※個体乳量20kg時において、配合飼料8kg給与した場合の
粗飼料採食量（粗飼料給与量）を飼料計算により推定

図１ 管理乳量※の変化
※搾乳日数150日、2産等を基準に補正した乳量。

同一基準で乳量を比較できる。

●変更前 変更後
（現状確認）

平均乳量 ｋｇ 30.0 20.0

配合飼料
給与量

ｋｇ 8.0 8.0

粗飼料
給与量

乾物
kg

11.5 8.0

(単位)

粗飼料

水分 CP NDF TDN
(%) （%/乾物） （%/乾物） （%/乾物）

変更前 45.4 14.0 61.6 66.1

変更後 15.2 8.3 67.6 56.8

粗
飼
料

図２ 個体乳量の変化

舎飼期放牧期

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

８月 ９月 10月

●

ビートパルプ
給与開始

乳量回復へ

ラップ
変更

●

乳量低下

約３.５kg
減少！

TDN※ CP NFC TDN CP NFC

変更前 72.0 21.2 27.0 75.7 12.5 39.0

変更後 73.5 15.7 34.6 74.6 15.7 37.1

放牧期 舎飼期

(単位：%/乾物）


